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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成された複数画
素群と、
　前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタと
　を備え、
　前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素は、前記複数画素内で発生した欠陥画素の個
数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正される
　固体撮像装置。
【請求項２】
　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素で構成されている
　請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項３】
　前記画素共有の単位は、２×２画素である
　請求項２に記載の固体撮像装置。
【請求項４】
　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素を、その構成の少なくとも半分含むよう
に構成されている
　請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項５】
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　前記画素共有の単位は、２×４画素である
　請求項４に記載の固体撮像装置。
【請求項６】
　前記画素共有の単位は、１×４画素である
　請求項４に記載の固体撮像装置。
【請求項７】
　前記複数画素群は、４画素で構成される
　請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項８】
　前記色コーディングは、原色市松のコーディングである
　請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項９】
　前記色コーディングは、WRGBのコーディングである
　請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項１０】
　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成された複数画
素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタとを備える固体撮像装置
から出力される出力信号において、前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素を、前記複
数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正する
補正処理部を
　備える信号処理装置。
【請求項１１】
　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成された複数画
素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタとを備え、前記画素共有
の単位内で発生した欠陥画素は、前記複数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前
記複数画素群内の画素を用いて補正される固体撮像装置と、
　入射光を前記固体撮像装置に入射する光学系と、
　前記固体撮像装置から出力される出力信号を処理する信号処理回路と
　を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、固体撮像装置、信号処理装置、および電子機器に関し、特に、白点補正にお
ける解像度の劣化を抑えることができるようにした固体撮像装置、信号処理装置、および
電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
同一画素共有の固体撮像装置において、４画素同色のカラーフィルタを付ける場合、同一
画素共有で同じカラーコーディングを行っていた（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２８４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、画素共有内のフローティングディフュージョン部のリークなどで、白点
が発生した場合、例えば、２画素分離れた４画素同色の画素から補正することになり、補
正対象の画素の位置に対して、補正に用いる画素の位置が空間的に離れてしまっていた。
このため、補正後の解像度が劣化してしまうことがあった。
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【０００５】
　本開示は、このような状況に鑑みてなされたものであり、白点補正における解像度の劣
化を抑えることができるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の第１の側面の固体撮像装置は、同色コーディングで、かつ、互いに画素共有の
ない画素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなる
カラーフィルタとを備え、前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素は、前記複数画素内
で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正される。
【０００７】
　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素で構成されている。
【０００８】
　前記画素共有の単位は、２×２画素である。
【０００９】
　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素を、その構成の少なくとも半分含むよう
に構成されている。
【００１０】
　前記画素共有の単位は、２×４画素である。
【００１１】
　前記画素共有の単位は、１×４画素である。
【００１３】
　前記複数画素群は、４画素で構成される。
【００１４】
　前記色コーディングは、原色市松のコーディングである。
【００１５】
　前記色コーディングは、WRGBのコーディングである。
【００１６】
　本技術の第２の側面の信号処理装置は、同色コーディングで、かつ、互いに画素共有の
ない画素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなる
カラーフィルタとを備える固体撮像装置から出力される出力信号において、前記画素共有
の単位内で発生した欠陥画素を、前記複数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前
記複数画素群内の画素を用いて補正する補正処理部を備える。
【００２０】
　本技術の第３の側面の電子機器は、同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない
画素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラ
ーフィルタとを備え、前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素は、前記複数画素内で発
生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正される固体撮像装
置と、入射光を前記固体撮像装置に入射する光学系と、前記固体撮像装置から出力される
出力信号を処理する信号処理回路とを有する。
【００２１】
　本技術の第１の側面においては、同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画
素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラー
フィルタとが備えられる。そして、前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素が、前記複
数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正され
る。
【００２２】
　本技術の第２の側面においては、同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画
素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラー
フィルタとを備える固体撮像装置から出力される出力信号において、前記画素共有の単位
内で発生した欠陥画素が、前記複数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数
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画素群内の画素を用いて補正される。
【００２３】
　本技術の第３の側面においては、固体撮像装置に、同色コーディングで、かつ、互いに
画素共有のない画素を含むように構成された複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列
されてなるカラーフィルタとを備えられ、前記画素共有の単位内で発生した欠陥画素が、
前記複数画素内で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補
正される。そして、入射光が前記固体撮像装置に入射され、前記固体撮像装置から出力さ
れる出力信号が処理される。
【発明の効果】
【００２４】
　本技術によれば、白点補正を行うことができる。また、本技術によれば、白点補正にお
ける解像度の劣化を抑えることができる。
【００２５】
  なお、本明細書に記載された効果は、あくまで例示であり、本技術の効果は、本明細書
に記載された効果に限定されるものではなく、付加的な効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本技術を適用した固体撮像装置の概略構成例を示すブロック図である。
【図２】本技術の一実施の形態に係る固体撮像装置の断面図を示す図である。
【図３】２×２画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。
【図４】２×２画素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。
【図５】２×２画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係の例を示す
図である。
【図６】本技術の２×２画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係を
示す図である。
【図７】本技術の電子機器の構成例を示すブロック図である。
【図８】ＤＳＰ回路の構成例を示す図である。
【図９】図８のＤＳＰ回路の信号処理の例を説明するフローチャートである。
【図１０】ＤＳＰ回路の構成例を示す図である。
【図１１】図１０のＤＳＰ回路の信号処理の例を説明するフローチャートである。
【図１２】ＤＳＰ回路の構成例を示す図である。
【図１３】図１２のＤＳＰ回路の信号処理の例を説明するフローチャートである。
【図１４】画素毎の市松RGBベイヤ配列の例を示す図である。
【図１５】２×４画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。
【図１６】２×４画素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。
【図１７】２×４画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係の例を示
す図である。
【図１８】本技術の２×４画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係
を示す図である。
【図１９】本技術の２×４画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係
を示す図である。
【図２０】１×４画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。
【図２１】１×４画素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。
【図２２】本技術の１×４画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係
を示す図である。
【図２３】本技術の１×４画素共有単位とカラーフィルタのコーディングの単位との関係
を示す図である。
【図２４】本技術の他の実施の形態に係る固体撮像装置の断面図を示す図である。
【図２５】コンピュータの構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２７】
　以下、本開示を実施するための形態（以下実施の形態とする）について説明する。なお
、説明は以下の順序で行う。
　０．固体撮像装置の概略構成例
　１．第１の実施の形態（２×２画素共有の例）
　２．第２の実施の形態（２×４画素共有の例）
　３．第３の実施の形態（１×４画素共有の例）
　４．第４の実施の形態（固体撮像装置の他の構成例）
　５．第５の実施の形態（コンピュータ）
【００２８】
＜０．固体撮像装置の概略構成例＞
＜固体撮像装置の概略構成例＞
　図１は、本技術の各実施の形態に適用されるCMOS（Complementary Metal Oxide Semico
nductor）固体撮像装置の概略構成例を示している。
【００２９】
　図１に示されるように、固体撮像装置（素子チップ）１は、半導体基板１１（例えばシ
リコン基板）に複数の光電変換素子を含む画素２が規則的に２次元的に配列された画素領
域（いわゆる撮像領域）３と、周辺回路部とを有して構成される。
【００３０】
　画素２は、光電変換素子（例えばフォトダイオード）と、複数の画素トランジスタ（い
わゆるMOSトランジスタ）を有してなる。複数の画素トランジスタは、例えば、転送トラ
ンジスタ、リセットトランジスタ、および増幅トランジスタの３つのトランジスタで構成
することができ、さらに選択トランジスタを追加して４つのトランジスタで構成すること
もできる。各画素２（単位画素）の等価回路は一般的なものと同様であるので、ここでは
詳細な説明は省略する。
【００３１】
　また、画素２は、画素共有構造とすることもできる。画素共有構造は、例えば、図３を
参照して後述されるが、複数のフォトダイオード、複数の転送トランジスタ、共有される
１つのフローティングディフュージョン、および、共有される１つずつの他の画素トラン
ジスタから構成される。
【００３２】
　周辺回路部は、垂直駆動回路４、カラム信号処理回路５、水平駆動回路６、出力回路７
、および制御回路８から構成される。
【００３３】
　制御回路８は、入力クロックや、動作モード等を指令するデータを受け取り、また、固
体撮像装置１の内部情報等のデータを出力する。具体的には、制御回路８は、垂直同期信
号、水平同期信号、およびマスタクロックに基づいて、垂直駆動回路４、カラム信号処理
回路５、および水平駆動回路６の動作の基準となるクロック信号や制御信号を生成する。
そして、制御回路８は、これらの信号を垂直駆動回路４、カラム信号処理回路５、および
水平駆動回路６に入力する。
【００３４】
　垂直駆動回路４は、例えばシフトレジスタによって構成され、画素駆動配線を選択し、
選択された画素駆動配線に画素２を駆動するためのパルスを供給し、行単位で画素２を駆
動する。具体的には、垂直駆動回路４は、画素領域３の各画素２を行単位で順次垂直方向
に選択走査し、垂直信号線９を通して各画素２の光電変換素子において受光量に応じて生
成した信号電荷に基づいた画素信号をカラム信号処理回路５に供給する。
【００３５】
　カラム信号処理回路５は、画素２の例えば列毎に配置されており、１行分の画素２から
出力される信号を画素列毎にノイズ除去等の信号処理を行う。具体的には、カラム信号処
理回路５は、画素２固有の固定パターンノイズを除去するためのCDS（Correlated Double
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 Sampling）や、信号増幅、A/D（Analog/Digital）変換等の信号処理を行う。カラム信号
処理回路５の出力段には、水平選択スイッチ（図示せず）が水平信号線１０との間に接続
されて設けられる。
【００３６】
　水平駆動回路６は、例えばシフトレジスタによって構成され、水平走査パルスを順次出
力することによって、カラム信号処理回路５の各々を順番に選択し、カラム信号処理回路
５の各々から画素信号を水平信号線１０に出力させる。
【００３７】
　出力回路７は、カラム信号処理回路５の各々から水平信号線１０を通して順次に供給さ
れる信号に対し、信号処理を行って出力する。出力回路７は、例えば、バッファリングだ
けを行う場合もあるし、黒レベル調整、列ばらつき補正、各種デジタル信号処理等を行う
場合もある。
【００３８】
　入出力端子１２は、外部と信号のやりとりをするために設けられる。
【００３９】
＜固体撮像装置の断面例＞
　図２は、固体撮像装置の画素領域３および周辺回路部の構造の一例を示す断面図である
。図２の例においては、裏面照射型の固体撮像装置の例が示されている。
【００４０】
　図２の例の固体撮像装置１においては、ウエハをCMP(Chemical Mechanical Polishing)
によって研磨することにより、10乃至20μｍ程度の厚さのSi（シリコン）層（素子層）３
１が形成される。その厚さの好ましい範囲は、可視光に対して5乃至15μｍ、赤外光に対
して5乃至50μｍ、紫外光に対して3乃至７μmである。このSi層の一方の面側には、SiO2
膜３２を挟んで遮光膜３３が形成されている。
【００４１】
　遮光膜３３は、配線と異なり、光学的な要素だけを考慮してレイアウトされる。この遮
光膜３３には開口部３３Ａが形成されている。遮光膜３３の上には、パッシベーション膜
としてシリコン窒化膜（SiN）３４が形成され、さらに、開口部３３Ａの上方にカラーフ
ィルタ３５およびOCL(On Chip Lens)３６が形成されている。
【００４２】
　すなわち、Si層３１の一方の面側から入射する光は、OCL３６およびカラーフィルタ３
５を経由し、Si層３１に形成されるフォトダイオード３７の受光面に導かれる画素構造と
なっている。Si層３１の他方の面側には、トランジスタや金属配線が形成される配線層３
８が形成され、その下には、さらに、基板支持材３９が貼り付けられている。
【００４３】
＜１．第１の実施の形態（２×２画素共有の例）＞
　＜画素共有単位の構成例＞
　まず、図３および図４を参照して、２×２画素共有単位の回路構成例について説明する
。図３は、２×２画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。図４は、２×２画
素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。
【００４４】
　図３および図４で示されるように、２×２画素共有単位は、４つの光電変換素子、例え
ば、フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３、およびそれらに対応する４つの転送トランジス
タＴＲ０乃至ＴＲ３、並びに、リセットトランジスタＲｓｔ、増幅トランジスタＡｍｐ、
および選択トランジスタＳｅｌの３つのトランジスタを有する構成となっている。
【００４５】
　フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３は、アノード電極が負側電源（例えば、グランド）
に接続されており、受光した光をその光量に応じた電荷量の光電荷（ここでは、光電子）
に光電変換する。フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３のカソード電極は、対応する各転送
トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３を介して増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と電気的に
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接続されている。増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と４つの転送トランジスタＴＲ０
乃至ＴＲ３とが電気的に繋がったノードをフローティングディフュージョンＦＤと称する
。
【００４６】
　転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３は、対応するフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３の
カソード電極とフローティングディフュージョンＦＤとの間に接続されている。転送トラ
ンジスタＴＲ０乃至ＴＲ３のゲート電極には、高レベル（例えば、ＶＤＤレベル）がアク
ティブ（以下、「Ｈｉｇｈアクティブ」と記述する）の転送パルスφＴＲＦが、図示せぬ
転送線を介して与えられる。転送パルスφＴＲＦが与えられることで、転送トランジスタ
ＴＲ０乃至ＴＲ３はオン状態となってフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３で光電変換され
た光電荷をフローティングディフュージョンＦＤに転送する。
【００４７】
　リセットトランジスタＲｓｔは、ドレイン電極が画素電源ＶＤＤに、ソース電極がフロ
ーティングディフュージョンＦＤにそれぞれ接続されている。リセットトランジスタＲｓ
ｔのゲート電極には、フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３からフローティングディフュー
ジョンＦＤへの信号電荷の転送に先立って、ＨｉｇｈアクティブのリセットパルスφＲＳ
Ｔが図示せぬリセット線を介して与えられる。リセットパルスφＲＳＴが与えられること
で、リセットトランジスタＲｓｔはオン状態となり、フローティングディフュージョンＦ
Ｄの電荷を画素電源ＶＤＤに捨てることによってフローティングディフュージョンＦＤを
リセットする。
【００４８】
　増幅トランジスタＡｍｐは、ゲート電極がフローティングディフュージョンＦＤに、ド
レイン電極が画素電源ＶＤＤにそれぞれ接続されている。そして、増幅トランジスタＡｍ
ｐは、リセットトランジスタＲｓｔによってリセットした後のフローティングディフュー
ジョンＦＤの電位をリセット信号（リセットレベル）Ｖｒｅｓｅｔとして出力する。増幅
トランジスタＡｍｐはさらに、転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３によって信号電荷を転
送した後のフローティングディフュージョンＦＤの電位を光蓄積信号（信号レベル）Ｖｓ
ｉｇとして出力する。
【００４９】
　選択トランジスタＳｅｌは、例えば、ドレイン電極が増幅トランジスタＡｍｐのソース
電極に、ソース電極が垂直信号線Ｌ１にそれぞれ接続されている。選択トランジスタＳｅ
ｌのゲート電極には、Ｈｉｇｈアクティブの選択パルスφＳＥＬが図示せぬ選択線を介し
て与えられる。選択パルスφＳＥＬが与えられることで、選択トランジスタＳｅｌはオン
状態となって単位画素を選択状態とし、増幅トランジスタＡｍｐから出力される信号を垂
直信号線Ｌ１に中継する。
【００５０】
　なお、選択トランジスタＳｅｌについては、画素電源ＶＤＤと増幅トランジスタＡｍｐ
のドレインとの間に接続した回路構成を採ることも可能である。
【００５１】
　＜画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図５は、２×２画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位との関係を示
す図である。図５の例においては、ハッチなしが緑(GREEN)画素、斜線のハッチが赤(RED)
画素、残りのハッチが青(BLUE)画素を示している。これらの記載は、以下の他の図におい
ても同様である。また、図５の例においては、太線に示されるように、２×２画素共有の
例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタをRGB
市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【００５２】
　すなわち、図５の例においては、画素共有単位と、同じカラーフィルタのコーディング
単位とが１対１対応しており、画素共有単位の２×２画素の各画素は、同じカラーフィル
タでコーディングされている。
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【００５３】
　このため、中央の黒い２×２画素部分に、フローティングディフュージョンのリークな
どで白点が発生した場合、その緑画素の補正は、図中１乃至４の数字が示される最周辺の
位置の緑画素を使用して行うことが考えられる。すなわち、図５の例の場合、単位画素で
、２画素空間的に離れたデータで補正することになる。
【００５４】
　＜本技術の画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図６は、本技術を適用した画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位と
の関係を示す図である。図６の例においては、太線に示されるように、２×２画素共有の
例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタをRGB
市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【００５５】
　図６の例において、画素共有単位の２×２画素の各画素は、太線に示されるように、そ
れぞれ異なるカラーフィルタでコーディングされている。換言するに、同一カラーフィル
タのコーディング単位の４画素は、異なる画素共有単位の画素で構成されている。すなわ
ち、同一カラーフィルタのコーディング単位の４画素（以下、適宜、同色の隣接４画素と
も称する）は、互いに画素共有のない画素で構成されている。
【００５６】
　なお、図６のカラーフィルタ３５は、図５のカラーフィルタを、例えば、上に１画素、
かつ、右に１画素移動させて形成されたものである。
【００５７】
　このようにすることで、中央の黒い画素部分に、フローティングディフュージョンのリ
ークなどにより白点が発生した場合、黒い画素部分のうち、例えば、丸が示される緑画素
の補正は、同一緑のカラーフィルタのコーディング単位の三角、菱形、および逆三角が示
される緑画素の少なくとも１つを使用して行われる。なお、補正には、三角、菱形、およ
び逆三角が示される緑画素のいずれか１つを用いてもよいし、そのうち、２つ、あるいは
すべての画素を用いてもよい。
【００５８】
　すなわち、図６の例の場合、補正に使用される画素が、隣の画素なので、空間的に近い
データで補正可能であり、図５の例の場合よりも解像度劣化を抑えることができる。
【００５９】
　以下、白点が発生した場合の画素の補正方法について具体的に説明していく。
【００６０】
　＜電子機器の構成例＞
　図７は、本技術を適用した電子機器としての、カメラ装置の構成例を示すブロック図で
ある。図７の電子機器においては、白点発生のために、上述したような補正が行われる。
【００６１】
　図７のカメラ装置１００は、レンズ群などからなる光学部１０１、図１に示された画素
２の各構成が採用される固体撮像装置（撮像デバイス）１、およびカメラ信号処理回路で
あるＤＳＰ(Digital Signal Processor)回路１０３を備える。また、カメラ装置１００は
、フレームメモリ１０４、表示部１０５、記録部１０６、操作部１０７、および電源部１
０８も備える。ＤＳＰ回路１０３、フレームメモリ１０４、表示部１０５、記録部１０６
、操作部１０７および電源部１０８は、バスライン１０９を介して相互に接続されている
。
【００６２】
　光学部１０１は、被写体からの入射光（像光）を取り込んで固体撮像装置１の撮像面上
に結像する。固体撮像装置１は、光学部１０１によって撮像面上に結像された入射光の光
量を画素単位で電気信号に変換して画素信号として出力する。ＤＳＰ回路１０３は、図１
の出力回路７から出力された信号に対して、上述したフローティングディフュージョンの
リークなどによる白点の発生のための補正を行う。ＤＳＰ回路１０３は、補正された信号



(9) JP 6180882 B2 2017.8.16

10

20

30

40

50

を、例えば、フレームメモリ１０４に記憶させる。
【００６３】
　表示部１０５は、例えば、液晶パネルや有機ＥＬ(Electro Luminescence)パネル等のパ
ネル型表示装置からなり、固体撮像装置１で撮像された動画または静止画を表示する。記
録部１０６は、固体撮像装置１で撮像された動画または静止画を、ビデオテープやＤＶＤ
(Digital Versatile Disk)等の記録媒体に記録する。
【００６４】
　操作部１０７は、ユーザによる操作の下に、カメラ装置１００が有する様々な機能につ
いて操作指令を発する。電源部１０８は、ＤＳＰ回路１０３、フレームメモリ１０４、表
示部１０５、記録部１０６および操作部１０７の動作電源となる各種の電源を、これら供
給対象に対して適宜供給する。
【００６５】
　＜ＤＳＰ回路の構成例＞
　図８は、白点が発生した場合の画素の補正を行う、ＤＳＰ回路の第１の構成例を示すブ
ロック図である。
【００６６】
　図８の例において、ＤＳＰ回路１０３は、欠陥画素アドレスメモリ１５１、画素判定部
１５２、メモリ部１５３、および補正処理部１５４を含むように構成される。
【００６７】
　欠陥画素アドレスメモリ１５１は、工場出荷時に欠陥画素として判定された欠陥画素の
アドレスを記憶している。欠陥画素の判定は、次のように行われる。例えば、白点につい
ては、工場出荷時にOPB基準のダーク状態である出力以上が白点と判定される。一方、HL
点欠陥ならば、工場出荷時においては、感度光量程度の光を入れて同色で出力の割合があ
る割合以上多い（カラーフィルタ（CF）抜け）、またはある割合以上少ないもの（ゴミ）
が欠陥画素として判定される。このようにして判定された欠陥画素のアドレスが、欠陥画
素アドレスメモリ１５１に書き込まれている。
【００６８】
　画素判定部１５２は、欠陥画素アドレスメモリ１５１に記憶される欠陥画素アドレスを
参照し、メモリ部１５３に記憶される画像における同色の隣接４画素（CFのコーディング
）単位に欠陥画素が含まれるか否かを判定する。画素判定部１５２は、判定結果（すなわ
ち、同色の隣接４画素単位における欠陥画素の含まれる個数（割合））に応じて、補正処
理部１５４の補正処理を制御する。
【００６９】
　メモリ部１５３は、例えば、フレームメモリで構成される。メモリ部１５３は、固体撮
像装置１の出力回路７から出力される信号（画像）を一旦記憶している。
【００７０】
　補正処理部１５４は、メモリ部１５３から同色の隣接４画素毎に読み出し、画素判定部
１５２からの制御に応じて、画素データを補正処理し、出力する。
【００７１】
　＜信号処理の例＞
　次に、図９のフローチャートを参照して、図８のＤＳＰ回路１０３による信号処理の例
を説明する。この信号処理は、CFのコーディング単位である同色の隣接４画素毎に行われ
る。また、例えば、この信号処理は、同色の隣接４画素単位の画素データを加算データと
して後段に出力する処理である。なお、図６を適宜参照し、２×２画素共有単位を例に説
明する。
【００７２】
　固体撮像装置１の出力回路７から出力される信号（画像）がメモリ部１５３に記憶され
る。補正処理部１５４は、メモリ部１５３から処理対象の同色の隣接４画素（CFのコーデ
ィング単位）を読み出す。
【００７３】
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　ステップＳ１１において、画素判定部１５２は、欠陥画素アドレスメモリ１５１から、
画像の欠陥画素アドレスを取得する。なお、欠陥画素アドレスは、処理対象の同色の隣接
４画素毎に取得するようにすることも可能である。
【００７４】
　ステップＳ１２において、画素判定部１５２は、ステップＳ１１により取得された欠陥
画素アドレスを参照し、処理対象の同色の隣接４画素内に欠陥画素がないか否かを判定す
る。ステップＳ１２において、欠陥画素がないと判定された場合、処理は、ステップＳ１
３に進む。
【００７５】
　ステップＳ１３において、補正処理部１５４は、画素判定部１５２の制御のもと、補正
することなく、メモリ部１５３から読み出した同色の隣接４画素の４画素データを出力デ
ータとして、例えば、フレームメモリ１０４に出力する。
【００７６】
　ステップＳ１２において、欠陥画素があると判定された場合、処理は、ステップＳ１４
に進む。ステップＳ１４において、画素判定部１５２は、ステップＳ１１により取得され
た欠陥画素アドレスを参照し、同色の隣接４画素内の１画素が欠陥画素であるか否かを判
定する。
【００７７】
　ステップＳ１４において、同色の隣接４画素内の１画素が欠陥画素であると判定された
場合、処理は、ステップＳ１５に進む。ステップＳ１５において、補正処理部１５４は、
画素判定部１５２の制御のもと、同色の隣接４画素の欠陥画素以外の３画素データに４／
３を乗算したものを出力データとして、フレームメモリ１０４に出力する。
【００７８】
　例えば、図６に示される丸が示される緑画素が欠陥画素の場合は、同一緑のカラーフィ
ルタのコーディング単位の三角、菱形、および逆三角が示される緑画素のデータが用いら
れる。具体的には、三角、菱形、および逆三角が示される緑画素のデータを足したものに
対して、４／３が乗算され、その結果が、この同色の隣接４画素の出力データとして出力
される。
【００７９】
　ステップＳ１４において、同色の隣接４画素内の１画素が欠陥画素ではないと判定され
た場合、処理は、ステップＳ１６に進む。ステップＳ１６において、画素判定部１５２は
、ステップＳ１１により取得された欠陥画素アドレスを参照し、同色の隣接４画素内の２
画素が欠陥画素であるか否かを判定する。
【００８０】
　ステップＳ１６において、同色の隣接４画素内の２画素が欠陥画素であると判定された
場合、処理は、ステップＳ１７に進む。ステップＳ１７において、補正処理部１５４は、
画素判定部１５２の制御のもと、同色の隣接４画素の欠陥画素以外の２画素データに２を
乗算したものを出力データとして、フレームメモリ１０４に出力する。
【００８１】
　例えば、図６に示される丸および三角が示される緑画素が欠陥画素の場合は、同一緑の
カラーフィルタのコーディング単位の菱形および逆三角が示される緑画素のデータが用い
られる。具体的には、菱形および逆三角が示される緑画素のデータを足したものに対して
、２が乗算され、その結果が、この同色の隣接４画素の出力データとして出力される。
【００８２】
　ステップＳ１６において、同色の隣接４画素内の２画素が欠陥画素ではないと判定され
た場合、すなわち、同色の隣接４画素内の３画素が欠陥画素である場合、処理は、ステッ
プＳ１８に進む。ステップＳ１８において、補正処理部１５４は、画素判定部１５２の制
御のもと、同色の隣接４画素の欠陥画素以外の１画素データに４を乗算したものを出力デ
ータとして、フレームメモリ１０４に出力する。なお、この例において、同色の隣接４画
素内すべての画素が欠陥画素である場合は非常に稀であるので、そのような場合はCMOSイ
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メージセンサの出荷時の選別を行って出荷しないようにしている。
【００８３】
　例えば、図６に示される丸、三角、菱形が示される緑画素が欠陥画素の場合は、同一緑
のカラーフィルタのコーディング単位の逆三角が示される緑画素のデータが用いられる。
具体的には、逆三角が示される緑画素のデータに対して４が乗算され、その結果が、この
同色の隣接４画素の出力データとして出力される。
【００８４】
　ステップＳ１９において、画素判定部１５２は、画像における同色の隣接４画素単位の
処理がすべて終了したか否かを判定する。ステップＳ１９において、同色の隣接４画素単
位の処理がまだ終了していないと判定された場合、処理は、ステップＳ１２に戻り、次の
処理対象の同色の隣接４画素単位についての処理が繰り返し行われる。ステップＳ１９に
おいて、同色の隣接４画素単位の処理が終了したと判定された場合、この信号処理は終了
する。
【００８５】
　以上のように、同色の隣接４画素内において欠損画素がある場合、欠損画素データの補
正には、欠損画素についての同一カラーフィルタのコーディング単位の画素データが用い
られる。
【００８６】
　なお、機器によっては、図８の欠陥画素アドレスメモリ１５１の容量が十分に取ること
が困難である機器もある。そのような機器に対応する処理例について、次に説明する。
【００８７】
　＜ＤＳＰ回路の構成例＞
　図１０は、白点が発生した場合の画素の補正を行う、ＤＳＰ回路の第２の構成例を示す
ブロック図である。
【００８８】
　図１０のＤＳＰ回路１０３は、欠陥画素アドレスメモリ１５１が除かれた点、画素判定
部１５２が画素判定部１７１に入れ替わった点が、図８のＤＳＰ回路１０３と異なってい
る。図１０のＤＳＰ回路１０３は、メモリ部１５３および補正処理部１５４を備える点が
、図８のＤＳＰ回路１０３と共通している。
【００８９】
　すなわち、画素判定部１７１は、補正処理部１５４に対して、同色の隣接４画素の全画
素を、メディアン処理させることで、動的に点欠陥を行わせる。なお、加算出力の場合は
、全画素をメディアン処理させ、その全画素の数を乗算して出力データとすればよい。
【００９０】
　＜信号処理の例＞
　次に、図１１のフローチャートを参照して、図１０のＤＳＰ回路１０３による信号処理
の例を説明する。この信号処理は、同色の隣接４画素単位で行われる。また、例えば、こ
の信号処理は、同色の隣接４画素の画素データを加算データとして後段に出力する処理で
ある。なお、図６を適宜参照し、２×２画素共有単位を例に説明する。
【００９１】
　固体撮像装置１の出力回路７から出力される信号（画像）がメモリ部１５３に記憶され
る。補正処理部１５４は、メモリ部１５３から処理対象の同色の隣接４画素を読み出す。
【００９２】
　ステップＳ３１において、補正処理部１５４は、画素判定部１７１の制御のもと、メモ
リ部１５３から読み出した同色の隣接４画素内の画素のメディアンをとる。ステップＳ３
２において、補正処理部１５４は、画素判定部１７１の制御のもと、メディアンを４倍し
て、出力データとして出力する。なお、加算データとして出力しない処理の場合は、ステ
ップＳ３２の処理は省略され、メディアンが後段に出力される。
【００９３】
　ステップＳ３３において、画素判定部１７１は、画像における同色の隣接４画素単位の
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処理がすべて終了したか否かを判定する。ステップＳ３３において、同色の隣接４画素単
位の処理がまだ終了していないと判定された場合、処理は、ステップＳ３１に戻り、次の
処理対象の同色の隣接４画素単位についての処理が繰り返し行われる。ステップＳ３３に
おいて、同色の隣接４画素単位の処理が終了したと判定された場合、この信号処理は終了
する。
【００９４】
　以上のように、CFのコーディング単位である同色の隣接４画素内においてメディアン処
理を行うことにより、白点が簡単に補正可能である。なお、HL点欠陥も補正可能である。
したがって、欠陥画素アドレスメモリ１５１の容量が十分にとることが難しい機器であっ
ても、白点補正における解像度の劣化を抑えることができる。
【００９５】
　次に、高ダイナミックレンジを確保するために、蓄積時間を変えて画像処理する場合の
例について説明する。
【００９６】
　＜ＤＳＰ回路の構成例＞
　図１２は、白点が発生した場合の画素の補正を行う、ＤＳＰ回路の第３の構成例を示す
ブロック図である。
【００９７】
　図１２のＤＳＰ回路１０３は、蓄積時間メモリ１９１が追加された点、画素判定部１５
２が画素判定部１９２に入れ替わった点が、図８のＤＳＰ回路１０３と異なっている。図
１２のＤＳＰ回路１０３は、欠陥画素アドレスメモリ１５１、メモリ部１５３、および補
正処理部１５４を備える点が、図８のＤＳＰ回路１０３と共通している。
【００９８】
　固体撮像装置１においては、画素毎に光（電荷）の蓄積時間を変えることで、高ダイナ
ミックレンジが可能となる。例えば、図１２の例の場合、２種類の蓄積時間ＡおよびＢが
定められており、蓄積時間メモリ１９１は、各画素の蓄積時間（Ａ，Ｂどちらであるか）
を記憶している。なお、蓄積時間メモリ１９１は、画素判定部１９２に内蔵されていても
よい。
【００９９】
　画素判定部１９２は、欠陥画素アドレスメモリ１５１に記憶される欠陥画素アドレスを
参照し、メモリ部１５３に記憶される画像における同色の隣接４画素内に欠陥画素が含ま
れるか否かを判定する。欠陥画素が含まれる場合、画素判定部１９２は、蓄積時間メモリ
１９１を参照し、欠陥画素と、同色の隣接４画素内において同じ蓄積時間内の画素を判定
し、判定結果(蓄積時間)に応じて、補正処理部１５４の補正処理を制御する。
【０１００】
　＜信号処理の例＞
　次に、図１３のフローチャートを参照して、図１２のＤＳＰ回路１０３による信号処理
の例を説明する。この信号処理は、同色の隣接４画素単位で行われる。また、例えば、こ
の信号処理は、同色の隣接４画素内の各画素データを後段に出力する処理である。なお、
図６を適宜参照し、２×２画素共有単位を例に説明する。
【０１０１】
　固体撮像装置１の出力回路７から出力される信号（画像）がメモリ部１５３に記憶され
る。補正処理部１５４は、メモリ部１５３から処理対象の同色の隣接４画素単位を読み出
す。
【０１０２】
　ステップＳ５１において、画素判定部１９２は、欠陥画素アドレスメモリ１５１から、
画像の欠陥画素アドレスを取得する。なお、欠陥画素アドレスは、処理対象の同色の隣接
４画素毎に取得するようにすることも可能である。
【０１０３】
　ステップＳ５２において、画素判定部１９２は、ステップＳ５１により取得された欠陥
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画素アドレスを参照し、処理対象の同色の隣接４画素内に欠陥画素があるかを判定する。
ステップＳ５２において、欠陥画素があると判定された場合、処理は、ステップＳ５３に
進む。
【０１０４】
　ステップＳ５３において、補正処理部１５４は、画素判定部１９２の制御のもと、欠陥
画素に対しては、同じ蓄積時間の画素のデータと置き換えて処理を行う。
【０１０５】
　すなわち、画素判定部１９２は、欠陥画素と、同色の隣接４画素内において同じ蓄積時
間内の画素を判定し、欠陥画素に対しては、同じ蓄積時間の画像のデータに置き換えて、
処理を行う。
【０１０６】
　図６の例において、丸および逆三角が示される緑画素が蓄積時間Ａであり、三角および
菱形が示される緑画素が蓄積時間Ｂである場合に、丸が示される緑画素が欠陥画素のとき
、逆三角が示される画素のデータに置き換えて、丸が示される緑画素についての処理が行
われる。例えば、図６の例において、蓄積時間の組をかえて、丸および菱形が示される緑
画素が蓄積時間Ａであり、三角および逆三角が示される緑画素が蓄積時間Ｂである場合に
、丸が示される緑画素が欠陥画素のとき、菱形が示される画素のデータに置き換えて、丸
の緑画素についての処理が行われる。
【０１０７】
　また、ステップＳ５３において行われる処理の例としては、例えば、１画素出力であれ
ば、置き換えたデータが出力データとして出力される。加算データ出力であれば、置き換
えたデータが用いられて、出力データが加算されて出力される。
【０１０８】
　以上のように、高ダイナミックレンジを確保する場合にも、白点補正における解像度の
劣化を抑えることができる。
【０１０９】
　＜効果の説明＞
　なお、図６の例において、２×２画素共有単位内の２×２画素のみのカラーフィルタ配
置を見ると、図１４の例に示される通常（すなわち、画素毎）の市松RGBベイヤ配列と同
じであり、２×２画素共有単位内だけでみると、これらの画素はメモリから別々に読み出
されている。
【０１１０】
　しかしながら、図１４のベイヤ配列においては、丸が示される緑画素が含まれる共有単
位に欠陥があった場合、別々に読み出される、丸が示される緑画素の１画素離れた隣接の
三角、菱形、逆三角、星が示される緑画素のどれかとデータの置き換えがなされる。ある
いは、丸が示される緑画素の１画素離れた隣接の三角、菱形、逆三角、星が示される緑画
素のデータの平均値で欠陥補正する必要がある。
【０１１１】
　これに対して、図６の例の場合、例えば、メモリから、同色の隣接４画素（CFのコーデ
ィング）単位を読み出しているので、その同色の隣接４画素単位内での補正をすぐに行う
ことができる。以上のように、図１４の例の場合は、図６の例の場合と信号処理が異なっ
ている。
【０１１２】
　以上のように、画素共有単位内でフローティングディフュージョン部のリークなどで白
点が発生しても、異画素共有単位の同じ色の画素で白色補正が可能になる。空間的に近い
ので、空間的に遠い場合よりも、画像劣化を抑えることができる。
【０１１３】
　なお、上記説明においては、画素共有単位が２×２画素の場合について説明したが、画
素共有単位は、２×２画素だけに限らず、２×２画素以外の共有単位であってもよい。以
下、他の画素共有単位について説明していく。
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【０１１４】
＜２．第２の実施の形態（２×４画素共有の例）＞
　＜画素共有単位の構成例＞
　まず、図１５および図１６を参照して、２×４画素共有単位の回路構成例について説明
する。図１５は、２×４画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。図１６は、
２×４画素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。なお、図３および図４を参照
して説明した２×２画素共有単位の例と数が異なるだけであり、トランジスタなどの基本
的な機能は同じである。
【０１１５】
　図１５および図１６で示されるように、２×４画素共有単位は、８つの光電変換素子、
例えば、フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ７、およびそれらに対応する８つの転送トラン
ジスタＴＲ０乃至ＴＲ７、並びに、リセットトランジスタＲｓｔ、増幅トランジスタＡｍ
ｐ、および選択トランジスタＳｅｌの３つのトランジスタを有する構成となっている。
【０１１６】
　フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ７は、アノード電極が負側電源（例えば、グランド）
に接続されており、受光した光をその光量に応じた電荷量の光電荷（ここでは、光電子）
に光電変換する。フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ７のカソード電極は、対応する各転送
トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ７を介して増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と電気的に
接続されている。増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と４つの転送トランジスタＴＲ０
乃至ＴＲ３とが電気的に繋がったノードをフローティングディフュージョンＦＤ０と称す
る。増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と４つの転送トランジスタＴＲ４乃至ＴＲ７と
が電気的に繋がったノードをフローティングディフュージョンＦＤ１と称する。
【０１１７】
　転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３は、対応するフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３の
カソード電極とフローティングディフュージョンＦＤ０との間に接続されている。また、
転送トランジスタＴＲ４乃至ＴＲ７は、対応するフォトダイオードＰＤ４乃至ＰＤ７のカ
ソード電極とフローティングディフュージョンＦＤ１との間に接続されている。
【０１１８】
　転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ７のゲート電極には、高レベル（例えば、ＶＤＤレベ
ル）がアクティブ（以下、「Ｈｉｇｈアクティブ」と記述する）の転送パルスφＴＲＦが
、図示せぬ転送線を介して与えられる。転送パルスφＴＲＦが与えられることで、転送ト
ランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３はオン状態となってフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３で光
電変換された光電荷をフローティングディフュージョンＦＤ０に転送する。同様に、転送
パルスφＴＲＦが与えられることで、転送トランジスタＴＲ４乃至ＴＲ７はオン状態とな
ってフォトダイオードＰＤ４乃至ＰＤ７で光電変換された光電荷をフローティングディフ
ュージョンＦＤ１に転送する。
【０１１９】
　リセットトランジスタＲｓｔは、ドレイン電極が画素電源ＶＤＤに、ソース電極がフロ
ーティングディフュージョンＦＤ０にそれぞれ接続されている。リセットトランジスタＲ
ｓｔのゲート電極には、フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３からフローティングディフュ
ージョンＦＤ０およびフォトダイオードＰＤ４乃至ＰＤ７からフローティングディフュー
ジョンＦＤ１への信号電荷の転送に先立って、ＨｉｇｈアクティブのリセットパルスφＲ
ＳＴが図示せぬリセット線を介して与えられる。リセットパルスφＲＳＴが与えられるこ
とで、リセットトランジスタＲｓｔはオン状態となり、フローティングディフュージョン
ＦＤ０およびＦＤ１の電荷を画素電源ＶＤＤに捨てることによってフローティングディフ
ュージョンＦＤ０およびＦＤ１をリセットする。
【０１２０】
　増幅トランジスタＡｍｐは、ゲート電極がフローティングディフュージョンＦＤ０およ
びＦＤ１に、ドレイン電極が画素電源ＶＤＤにそれぞれ接続されている。そして、増幅ト
ランジスタＡｍｐは、リセットトランジスタＲｓｔによってリセットした後のフローティ
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ングディフュージョンＦＤ０およびＦＤ１の電位をリセット信号（リセットレベル）Ｖｒ
ｅｓｅｔとして出力する。増幅トランジスタＡｍｐはさらに、転送トランジスタＴＲ０乃
至ＴＲ３によって信号電荷を転送した後のフローティングディフュージョンＦＤ０の電位
と、転送トランジスタＴＲ４乃至ＴＲ７によって信号電荷を転送した後のフローティング
ディフュージョンＦＤ１の電位とを光蓄積信号（信号レベル）Ｖｓｉｇとして出力する。
【０１２１】
　選択トランジスタＳｅｌは、例えば、ドレイン電極が増幅トランジスタＡｍｐのソース
電極に、ソース電極が垂直信号線Ｌ１にそれぞれ接続されている。選択トランジスタＳｅ
ｌのゲート電極には、Ｈｉｇｈアクティブの選択パルスφＳＥＬが図示せぬ選択線を介し
て与えられる。選択パルスφＳＥＬが与えられることで、選択トランジスタＳｅｌはオン
状態となって単位画素を選択状態とし、増幅トランジスタＡｍｐから出力される信号を垂
直信号線Ｌ１に中継する。
【０１２２】
　なお、選択トランジスタＳｅｌについては、画素電源ＶＤＤと増幅トランジスタＡｍｐ
のドレインとの間に接続した回路構成を採ることも可能である。
【０１２３】
　＜画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図１７は、２×４画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位との関係を
示す図である。図１７の例においては、太線に示されるように、２×４画素共有の例が示
されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタをRGB市松コ
ーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【０１２４】
　すなわち、図１７の例においては、画素共有単位の２×４画素における上半分の４画素
と下半分の４画素は、それぞれ、同じカラーフィルタでコーディングされている。
【０１２５】
　このため、中央の黒い２×４画素部分に、フローティングディフュージョンのリークな
どによる白点が発生した場合、丸印が付された緑画素の補正は、図中１乃至４の数字が示
される最周辺の位置の緑画素を使用して行うことが考えられる。すなわち、図１７の例の
場合、単位画素で、２画素空間的に離れたデータで補正することになる。
【０１２６】
　＜本技術の画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図１８は、本技術を適用した画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位
との関係を示す図である。図１８の例においては、太線に示されるように、２×４画素共
有の例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタを
RGB市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【０１２７】
　図１８の例において、画素共有単位の２×４画素の上２つの画素と下２つの画素は、図
１８の太線に示されるように、それぞれ異なるカラーフィルタでコーディングされている
。画素共有単位の２×４画素の中央４つの画素は、図１８の太線に示されるように、２画
素ずつ同じカラーフィルタでコーディングされている。換言するに、同一カラーフィルタ
のコーディング単位の４画素は、互いに画素共有のない画素を含むように構成されている
。すなわち、同一カラーフィルタのコーディング単位の４画素は、異なる画素共有単位の
画素を、その構成の少なくとも半分含むように構成されている。
【０１２８】
　なお、図１８のカラーフィルタ３５は、図１７のカラーフィルタを、例えば、上に１画
素、かつ、右に１画素移動させて形成されたものである。
【０１２９】
　このようにすることで、中央の黒い画素部分に、フローティングディフュージョンのリ
ークなどにより白点が発生した場合、黒い画素部分のうち、丸が示される緑画素の補正は
、同一緑のカラーフィルタのコーディング単位の三角、菱形、および逆三角が示される緑
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画素の少なくとも１画素を使用して行われる。
【０１３０】
　すなわち、図１８の例の場合、隣の画素なので、空間的に近いデータで補正可能であり
、図１７の例の場合よりも解像度劣化を抑えることができる。
【０１３１】
　なお、白点が発生した場合の画素の補正を行う電子機器の構成は、図７を参照して上述
した図６の例の場合の電子機器と基本的に同じであるので、その説明は省略される。また
、白点が発生した場合の画素の補正を行う信号処理の例も、図９、図１１、図１３を参照
して上述した信号処理と基本的に同様であるので、その説明は省略される。
【０１３２】
　すなわち、図９および図１３の例の信号処理は、画素共有単位の２×４画素の上２つの
画素および下２つの画素については、図６の例の場合と基本的に同様に行われる。一方、
画素共有単位の２×４画素の中央４つの画素については、それぞれ２画素が同じ画素共有
単位に含まれているので、後述する図１９の場合と同様に行うことができる。
【０１３３】
　なお、２×４画素共有単位においては、CFコーディング単位との関係が次に示される場
合もあり得る。
【０１３４】
　＜本技術の画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図１９は、本技術を適用した画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位
の関係を示す図である。図１９の例においては、太線に示されるように、２×４画素共有
の例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタをRG
B市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【０１３５】
　図１９の例において、画素共有単位の２×４画素の各画素は、図１８の画素共有単位の
中央４つの画素の場合と同様に、図１９の太線に示されるように、２画素ずつ、同じカラ
ーフィルタでコーディングされている。換言するに、同一カラーフィルタのコーディング
単位の４画素は、互いに画素共有のない画素を含むように構成されている。すなわち、同
一カラーフィルタのコーディング単位の４画素は、異なる画素共有単位の画素を、その構
成の少なくとも半分含むように構成されている。
【０１３６】
　なお、図１９のカラーフィルタ３５は、図１７のカラーフィルタを、例えば、右に１画
素移動させて形成されたものである。
【０１３７】
　このようにすることで、中央の黒い画素部分に、フローティングディフュージョンのリ
ークなどにより白点が発生した場合、黒い画素部分のうち、三角と丸が示される緑画素の
補正は、同一緑のカラーフィルタのコーディング単位の菱形および逆三角が示される緑画
素を使用して行われる。
【０１３８】
　すなわち、図１９の例の場合、隣の画素なので、空間的に近いデータで補正可能であり
、図１７の例の場合よりも解像度劣化を抑えることができる。
【０１３９】
　なお、白点が発生した場合の画素の補正を行う電子機器の構成は、図７を参照して上述
した図６の例の場合の電子機器と基本的に同じであるので、その説明は省略される。また
、白点が発生した場合の画素の補正を行う信号処理の例も、図９、図１１、図１３を参照
して上述した信号処理と基本的に同様であるので、その説明は省略される。
【０１４０】
　すなわち、画素共有単位の２×４画素の画素については、それぞれ２画素（例えば、図
１９の三角と丸が示される画素）が同じ画素共有単位に含まれているので、特に、図９の
例であれば、ステップＳ１７の処理のように、画素共有単位内に２画素が欠陥画素である
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場合の信号処理が行われる。
【０１４１】
　また、図１３の例であれば、丸が示される画素と逆三角が示される画素が蓄積時間Ａで
あり、三角が示される画素と菱形が示される画素が蓄積時間Ｂの２種類であるとすると、
丸が示される欠陥画素は、逆三角が示される画素のデータと置き換えることができる。ま
た、三角が示される欠陥画素は、菱形が示される画素のデータと置き換えることができる
。
【０１４２】
　以上のように、画素共有単位が２×４画素の場合にも、白点補正における解像度の劣化
を抑えることができる。
【０１４３】
＜３．第３の実施の形態（１×４画素共有の例）＞
　＜画素共有単位の構成例＞
　まず、図２０および図２１を参照して、１×４画素共有単位の回路構成例について説明
する。図２０は、１×４画素共有単位の回路構成の一例を示す回路図である。図２１は、
１×４画素共有単位の回路構成の一例を示す平面図である。なお、図３および図４を参照
して説明した２×２画素共有単位の例と数が異なるだけであり、トランジスタなどの基本
的な機能は同じである。
【０１４４】
　図２０および図２１で示されるように、１×４画素共有単位は、４つの光電変換素子、
例えば、フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３、およびそれらに対応する４つの転送トラン
ジスタＴＲ０乃至ＴＲ３、並びに、リセットトランジスタＲｓｔ、増幅トランジスタＡｍ
ｐ、および選択トランジスタＳｅｌの３つのトランジスタを有する構成となっている。
【０１４５】
　フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３は、アノード電極が負側電源（例えば、グランド）
に接続されており、受光した光をその光量に応じた電荷量の光電荷（ここでは、光電子）
に光電変換する。フォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３のカソード電極は、対応する各転送
トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３を介して増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と電気的に
接続されている。増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と２つの転送トランジスタＴＲ０
およびＴＲ１とが電気的に繋がったノードをフローティングディフュージョンＦＤ０と称
する。増幅トランジスタＡｍｐのゲート電極と２つの転送トランジスタＴＲ２およびＴＲ
３とが電気的に繋がったノードをフローティングディフュージョンＦＤ１と称する。
【０１４６】
　転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３は、対応するフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３の
カソード電極とフローティングディフュージョンＦＤ０またはＦＤ１との間に接続されて
いる。転送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３のゲート電極には、高レベル（例えば、ＶＤＤ
レベル）がアクティブ（以下、「Ｈｉｇｈアクティブ」と記述する）の転送パルスφＴＲ
Ｆが、図示せぬ転送線を介して与えられる。転送パルスφＴＲＦが与えられることで、転
送トランジスタＴＲ０乃至ＴＲ３はオン状態となってフォトダイオードＰＤ０乃至ＰＤ３
で光電変換された光電荷をフローティングディフュージョンＦＤ０またはＦＤ１に転送す
る。
【０１４７】
　リセットトランジスタＲｓｔは、ドレイン電極が画素電源ＶＤＤに、ソース電極がフロ
ーティングディフュージョンＦＤ０およびＦＤ１にそれぞれ接続されている。リセットト
ランジスタＲｓｔのゲート電極には、フォトダイオードＰＤ０およびＰＤ１からフローテ
ィングディフュージョンＦＤ０への、フォトダイオードＰＤ２およびＰＤ３からフローテ
ィングディフュージョンＦＤ１への信号電荷の転送に先立って、Ｈｉｇｈアクティブのリ
セットパルスφＲＳＴが図示せぬリセット線を介して与えられる。リセットパルスφＲＳ
Ｔが与えられることで、リセットトランジスタＲｓｔはオン状態となり、フローティング
ディフュージョンＦＤ０およびＦＤ１の電荷を画素電源ＶＤＤに捨てることによってフロ
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ーティングディフュージョンＦＤ０およびＦＤ１をリセットする。
【０１４８】
　増幅トランジスタＡｍｐは、ゲート電極がフローティングディフュージョンＦＤ０およ
びＦＤ１に、ドレイン電極が画素電源ＶＤＤにそれぞれ接続されている。そして、増幅ト
ランジスタＡｍｐは、リセットトランジスタＲｓｔによってリセットした後のフローティ
ングディフュージョンＦＤ０およびＦＤ１の電位をリセット信号（リセットレベル）Ｖｒ
ｅｓｅｔとして出力する。増幅トランジスタＡｍｐはさらに、転送トランジスタＴＲ０お
よびＴＲ１によって信号電荷を転送した後のフローティングディフュージョンＦＤ０およ
び転送トランジスタＴＲ２およびＴＲ３によって信号電荷を転送した後のフローティング
ディフュージョンＦＤ１の電位を光蓄積信号（信号レベル）Ｖｓｉｇとして出力する。
【０１４９】
　選択トランジスタＳｅｌは、例えば、ドレイン電極が増幅トランジスタＡｍｐのソース
電極に、ソース電極が垂直信号線Ｌ１にそれぞれ接続されている。選択トランジスタＳｅ
ｌのゲート電極には、Ｈｉｇｈアクティブの選択パルスφＳＥＬが図示せぬ選択線を介し
て与えられる。選択パルスφＳＥＬが与えられることで、選択トランジスタＳｅｌはオン
状態となって単位画素を選択状態とし、増幅トランジスタＡｍｐから出力される信号を垂
直信号線Ｌ１に中継する。
【０１５０】
　なお、選択トランジスタＳｅｌについては、画素電源ＶＤＤと増幅トランジスタＡｍｐ
のドレインとの間に接続した回路構成を採ることも可能である。
【０１５１】
　＜本技術の画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図２２は、本技術を適用した画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位
との関係を示す図である。図２２の例においては、太線に示されるように、１×４画素共
有の例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタを
RGB市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【０１５２】
　図２２の例において、画素共有単位の１×４画素の上１つの画素と下１つの画素は、図
２２の太線に示されるように、異なるカラーフィルタでコーディングされている。画素共
有単位の１×４画素の中央２つの画素は、図２２の太線に示されるように、同じカラーフ
ィルタでコーディングされている。換言するに、同一カラーフィルタのコーディング単位
の４画素は、互いに画素共有のない画素を含むように構成されている。すなわち、同一カ
ラーフィルタのコーディング単位の４画素は、異なる画素共有単位の画素を、その構成の
少なくとも半分含むように構成されている。
【０１５３】
　このようにすることで、中央の黒い画素部分に、フローティングディフュージョンのリ
ークなどにより白点が発生した場合、黒い画素部分のうち、逆三角が示される赤画素の補
正は、同一赤のカラーフィルタのコーディング単位の三角、菱形、または丸が示される赤
画素を使用して行われる。
【０１５４】
　すなわち、補正に用いられる画素は、隣の画素なので、空間的に近いデータで補正可能
であり、よって解像度劣化を抑えることができる。
【０１５５】
　なお、１×４画素共有単位においては、CFコーディング単位との関係が次に示される場
合もあり得る。
【０１５６】
　＜本技術の画素共有単位とCFコーディング単位との関係＞
　図２３は、本技術を適用した画素共有単位とカラーフィルタ(CF)のコーディングの単位
との関係を示す図である。図２３の例においては、太線に示されるように、１×４画素共
有の例が示されており、また、実線に示されるように、４画素毎に同じカラーフィルタを
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RGB市松コーディング(ベイヤ配列)した例が示されている。
【０１５７】
　図２３の例において、画素共有単位の１×４画素の各画素は、図２２の画素共有単位の
中央２つの画素の場合と同様に、図２３の太線に示されるように、２画素ずつ、同じカラ
ーフィルタでコーディングされている。換言するに、同一カラーフィルタのコーディング
単位の４画素は、互いに画素共有のない画素を含むように構成されている。すなわち、同
一カラーフィルタのコーディング単位の４画素は、異なる画素共有単位の画素を、その構
成の少なくとも半分含むように構成されている。
【０１５８】
　このようにすることで、中央の黒い画素部分に、フローティングディフュージョンのリ
ークなどにより白点が発生した場合、黒い画素部分のうち、菱形および逆三角が示される
緑画素の補正は、同一緑のカラーフィルタのコーディング単位の三角と丸が示される緑画
素を使用して行われる。
【０１５９】
　すなわち、補正に用いられる画素は、隣の画素なので、空間的に近いデータで補正可能
であり、よって解像度劣化を抑えることができる。
【０１６０】
　以上のように、画素共有単位が１×４画素の場合にも、白点補正における解像度の劣化
を抑えることができる。
【０１６１】
　なお、上記説明においては、画素共有単位が２×２画素、２×４画素、１×４画素の場
合について説明したが、その他の画素共有単位でも同様に行うことができる。
【０１６２】
　また、上記説明においては、RGB市松カラーコーディングについて説明してきたが、本
技術は、４画素同じカラーコーディングであれば、Wを入れたRGBWにも適用することがで
きる。また、本技術は、RGBW以外の多色コーディングにも適用することができる。
【０１６３】
　さらに、上記説明においては、裏面照射型の固体撮像装置について説明したが、本技術
は、表面照射型の固体撮像装置にも適用することができる。
【０１６４】
＜４．第４の実施の形態＞
＜固体撮像装置の断面例＞
　図２４は、本技術の固体撮像装置の画素領域および周辺回路部の構造の一例を示す断面
図を示す。図２４の例においては、表面照射型の固体撮像装置の例が示されている。
【０１６５】
　図２４の例の固体撮像装置２０１は、入射した光を光電変換する画素領域２１０と、画
素を駆動して信号を読み出し、これに対して信号処理を施して出力する周辺回路部２２０
とが同一チップ（基板）に集積された構成となっている。また、画素領域２１０を構成す
るトランジスタと周辺回路部２２０を構成するトランジスタとは、その配線の一部を共通
にしている。画素領域２１０には、図１の画素領域３が適用される。
【０１６６】
　画素領域２１０は、数百μｍ程度の厚さを持つＮ型シリコン基板２１１の表面側に形成
されたフォトダイオード２１２を有するとともに、その上方に配線層２１３およびパッシ
ベーション膜２１４を介してカラーフィルタ２１５およびOCL(On Chip Lens)２１６が配
された構造となっている。カラーフィルタ２１５は、色の信号を得るために設けられてい
る。なお、カラーフィルタ２１５には、図２のカラーフィルタ３５が適用される。
【０１６７】
　この画素領域２１０において、フォトダイオード２１２とカラーフィルタ２１５との間
には、トランジスタや配線が存在するので、画素領域２１０への入射光に対するフォトダ
イオード２１２への入射光の比、即ち開口率を上げるために、入射光をOCL２１６よって
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配線の間を通してフォトダイオード２１２へ集光するようにしている。
【０１６８】
　このような固体撮像装置２０１は、固体撮像装置１と同様に、画素共有単位とカラーフ
ィルタ２１５のコーディングの単位とについて上述した関係性を有する。これにより、空
間的に近いデータで白色補正を行うことができるので、解像度劣化を抑えることができる
。
【０１６９】
　なお、本技術は、例えば、イメージセンサのような固体撮像装置への適用に限られるも
のではない。即ち、本技術は、デジタルスチルカメラやビデオカメラ等の撮像装置や、撮
像機能を有する携帯端末装置や、画像読取部に固体撮像装置を用いる複写機など、画像取
込部（光電変換部）に固体撮像装置を用いる電子機器全般に対して適用可能である。
【０１７０】
＜５．第５の実施の形態＞
　＜コンピュータの構成例＞
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。ここで、コン
ピュータには、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータや、各種のプログラ
ムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソ
ナルコンピュータなどが含まれる。
【０１７１】
　図２５は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１７２】
　コンピュータ８００において、CPU（Central Processing Unit）８０１，ROM（Read On
ly Memory）８０２，RAM（Random Access Memory）８０３は、バス８０４により相互に接
続されている。
【０１７３】
　バス８０４には、さらに、入出力インタフェース８０５が接続されている。入出力イン
タフェース８０５には、入力部８０６、出力部８０７、記憶部８０８、通信部８０９、及
びドライブ８１０が接続されている。
【０１７４】
　入力部８０６は、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる。出力部８０７は、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記憶部８０８は、ハードディスクや不揮発性のメ
モリなどよりなる。通信部８０９は、ネットワークインタフェースなどよりなる。ドライ
ブ８１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メモリなどのリム
ーバブル記録媒体８１１を駆動する。
【０１７５】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU８０１が、例えば、記憶部８０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース８０５及びバス８０４を介して、RAM
８０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１７６】
　コンピュータ８００（CPU８０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメデ
ィア等としてのリムーバブル記録媒体８１１に記録して提供することができる。また、プ
ログラムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった
、有線または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０１７７】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブル記録媒体８１１をドライブ８１０に装
着することにより、入出力インタフェース８０５を介して、記憶部８０８にインストール
することができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部８
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０９で受信し、記憶部８０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、
ROM８０２や記憶部８０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０１７８】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１７９】
　また、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０１８０】
　また、本明細書において、システムとは、複数のデバイス（装置）により構成される装
置全体を表すものである。
【０１８１】
　さらに、本開示における実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく
、本開示の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１８２】
　また、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複数
の装置で分担して実行することができる。
【０１８３】
　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【０１８４】
　また、以上において、１つの装置（または処理部）として説明した構成を分割し、複数
の装置（または処理部）として構成するようにしてもよい。逆に、以上において複数の装
置（または処理部）として説明した構成をまとめて１つの装置（または処理部）として構
成されるようにしてもよい。また、各装置（または各処理部）の構成に上述した以外の構
成を付加するようにしてももちろんよい。さらに、システム全体としての構成や動作が実
質的に同じであれば、ある装置（または処理部）の構成の一部を他の装置（または他の処
理部）の構成に含めるようにしてもよい。つまり、本技術は、上述した実施の形態に限定
されるものではなく、本技術の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１８５】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、開
示はかかる例に限定されない。本開示の属する技術の分野における通常の知識を有するの
であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例また
修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技術的範囲
に属するものと了解される。
【０１８６】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
　（１）　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成され
た複数画素群と、
　前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタと
　を備える固体撮像装置。
　（２）　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素で構成されている
　前記（１）に記載の固体撮像装置。
　（３）　前記画素共有の単位は、２×２画素である
　前記（１）または（２）に記載の固体撮像装置。
　（４）　前記複数画素群は、互いに画素共有のない画素を、その構成の少なくとも半分
含むように構成されている
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　前記（１）に記載の固体撮像装置。
　（５）　前記画素共有の単位は、２×４画素である
　前記（１）または（４）に記載の固体撮像装置。
　（６）　前記画素共有の単位は、１×４画素である
　前記（１）または（４）に記載の固体撮像装置。
　（７）　前記画素共有内で発生した欠陥画素は、前記複数画素群内の画素を用いて補正
される
　前記（１）乃至（６）のいずれかに記載の固体撮像装置。
　（８）　前記複数画素群は、４画素で構成される
　前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の固体撮像装置。
　（９）　前記色コーディングは、原色市松のコーディングである
　前記（１）乃至（８）のいずれかに記載の固体撮像装置。
　（１０）　前記色コーディングは、WRGBのコーディングである
　前記（１）乃至（８）のいずれかに記載の固体撮像装置。
　（１１）　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成さ
れた複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタとを備える固
体撮像装置から出力される出力信号において、前記画素共有内で発生した欠陥画素を、前
記複数画素群内の画素を用いて補正する補正処理部を
　備える信号処理装置。
　（１２）　前記補正処理部は、前記画素共有内で発生した欠陥画素を、前記画素共有内
で発生した欠陥画素の個数に応じて、前記複数画素群内の画素を用いて補正する
　前記（１１）に記載の信号処理装置。
　（１３）　前記補正処理部は、前記画素共有内で発生した欠陥画素を、前記複数画素群
内のすべての画素を用いて補正する
　前記（１１）に記載の信号処理装置。
　（１４）　前記補正処理部は、前記画素共有内で発生した欠陥画素を、前記画素共有内
で発生した欠陥画素の蓄積時間に応じて、前記複数画素群内のデータを用いて補正する
　前記（１１）に記載の信号処理装置。
　（１５）　同色コーディングで、かつ、互いに画素共有のない画素を含むように構成さ
れた複数画素群と、前記複数画素群がベイヤ配列されてなるカラーフィルタとを備える固
体撮像装置と、
　入射光を前記固体撮像装置に入射する光学系と、
　前記固体撮像装置から出力される出力信号を処理する信号処理回路と
　を有する電子機器。
【符号の説明】
【０１８７】
　　１　固体撮像装置，　２　画素，　３　画素領域，　１００　カメラ装置，　１０１
　光学部，　１０３　ＤＳＰ回路，　１０４　フレームメモリ，　１５１　欠陥画素アド
レスメモリ，　１５２　画素判定部，　１５３　メモリ部，　１５４　補正処理部，　１
７１　画素判定部，　１９１　蓄積時間メモリ，　１９２　画素判定部，　２０１　固体
撮像装置
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